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しか し昌益にっいてわれわれがいだ くイメージはむしろ鮮明である。それはっねに農民 ととも
にあった昌益、とりわけそのころ東北をおそった冷害や、それによる飢餓のありさまをっぶさ














奈良本が 「思わぬ方向」 といい、「思考のわな」 というものこそ、理解不可能な、 あるいは
冗長な、あるいは極論 ぎみの記述にほかならない。それは奈良本 もいうように、昌益の 「体系
癖」のなせるわざであろう。 しかしかんがえてみれば、昌益のあのさえわたった体制批判 ・イ
デオロギー批判 も、当時ではほとんど理解不可能か、少な くともなみの想像力で発想すること
のできない一種の極論だったはずだ。 「思わぬ方向」 というなら、 それ以上のものもなかった
であろう。死後130年 あまりして昌益がみいだされたのも、また奈良本のいうように昌益 を
179






















かに妾をおき、妾のほかに官女などをはべ らせて、「畜生の業」にいそ しんだ。彼 らはそ う
やって天下を一族で支配 しっづけようともくろんでいるのだ。下は上をす ぐまねる。世俗で も
これにならって、妻のほかに妾を、妾のほかに隠 し女をもっようになる。あるものは他妻と密
通 し、ついには遊女が出現する。 「漢土 ・天竺 ・日本の都市 ・津府に」それは満ちあふれ、 自














こに感 じることはできない。セックスもふ くめて、生殖 はどこまでも神秘的な現象である。そ










では、 昌益の思想のモデル的な役割をはたしたものは何だったか。 それは食である。 「食な
きときは人物即ち死す。 食を為すときは人物常なり」7)。人物というのは人および物、 物は動
植物をさす。食えば生きるし、食わなければ死ぬ。この単純な事実が昌益の発想源であった。






づけていうつぎの記述はそうではない。 「故に人物の食は即ち人物なり。 故に人物 は人物にあ
らず。食 は人物なり。わけて人は米穀を食 して人となれば、人は乃ち米穀なり。人ただ食の為






セ ックスの描写のあと、妊娠から出産までの過程にも昌益 はおお く筆をついやしている。10
か月にわたる胎児の成長が、ひと月ごとに図解をともなって、そこでは入念に追跡されている。
妊娠のはじめ、胎児は1個 の 「水玉」である。それは男女の精水が 「妙合」 してできたものだ。
女の精水は、ふだんは月経血にまじって排出されている。胎児のいる子宮は、母体の大腸 と膀
胱のあいだのすきまである。 妊娠ひと月め、 胎児の身体の 「南北」 がさだまる。 北は背骨 に
そった腰のあたり、 南 はそのちょうど腹側で、 南端には臍ができる。 臍はただちに 「芽を生・
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じ」、芽は母体の胃のしたに 「根を就け」 る10)。
胎児は徹頭徹尾、米穀の生育になぞらえて語 られた。胎児と母体をっなぐものが 「芽」 とよ
ばれたのはその一端である。 もっと例をあげよう。「例せば、和合の水玉は米粒 ・五穀粒なり」、
たとえていうなら、最初期の胎児は米や五穀の粒である。「母の境(胃 一原文行間注)は 自然
の中土な り」、母体の胃は、五行説でいう土にあたる。「中土」 とは、木 ・火 ・土 ・金 ・水のい




胎児の10か 月は、冬至からはじまる1年 のなかに置かれた。 米穀など五穀の生育が、 そこ
でっねに参照、される。冬至のある旧暦11月 、井戸の底水があたたか くなりはじめて、「五穀の
初生」がきざす。 妊娠の初月はこの時期に相応する。「何れの月に胎むと雖 も、其の胎月は霜
月の応分な り」、 じっさいの暦で何月に妊娠 しようとも、そのはらみ月は11月 にあたる。ふた
月めの12月 、「五穀の芽少 く開」 くころ、胎児には頭部 ・腎 ・背骨が形成されはじめ、気があ
ぐりはじめる。1月 になると 「五穀の心茎」が伸び、胎児は鼻孔がっうじて、母体を介 した呼
吸がはじまる。 こうして並行してあゆむ10か 月ののち、8月 にいたって 「五穀は熟極 して自
(ひと)り 落」 ちる。 いっぽ う胎児は 「母の境下水穀の養気を離れ」て、 この世にすがたをあ
らわす。
昌益が何をいいたいかはあきらかだ。胎児は母体の胃に根をはって、あたかも米粒が稲穂 と








昌益の回答 は、おどろくほど明快である。「夫婦精水 は即ち米穀の精潤な り」11)。結合 して
1個 の水玉 となる男女の精水は、ほかで もない米穀の精妙な部分なのだ。ひとと米穀のアナロ









と比較 してみよう。 よくしられているように、前成説は胚のなかに、その個体が将来 もっべき
すべての構造がすでにできあがっていると想定する。胚は成体の ミニチュアであって、発生は






















ば、親 も子 もひとしく食 うのだか ら、どこまでが親でどこか らが子であるかは意味がない。生
殖 とは次世代をうむ ことではなく、たんに食う単位をひとっふやすこと、昌益のことばでいえ





っねに生成論的に理解 された。『易』繋辞伝 にいう、「易に太極あり。 これ両儀を生ず。両儀は
四象を生 じ、四象は八卦を生ず」、 と。また 「老子』第42章 にいう、「道は一を生ず。一は二
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水なり。而 して其中自微細の分別ありて、嘴距 ・頭足 ・冠尾 ・腸胃の所ありて各々区別せり」。
これによれば、鶏卵のなかに鶏になるべき各器官がすでにそなわっている。鶏卵が鶏になるの
はそのためだ。 「鶏卵はおのつから鶏 となり、 鴨卵はおのつから鴨となり、雉卵 は自ら雉 とな
り、孔雀卵 はおのつから孔雀 となり、錦鶏卵はおのつか ら錦鶏となりて毫も相渾ずべからず」。
柳泓は卵中にふくまれているものを理 とする。おなじような例を植物もふ くめいくっかあげた
のち、結論 としていう。 「みっべ し、至細の中に乃至大の理を含蔵する事を。其他千草万木皆
是に準 じて知るべし」。 理は微細な胚のうちあらか じあにそなわっており、 たとえば鶏なら鶏
であることの根拠である。 もちろんひとも例外ではない。 「人の腎精の如きも本一箇少々粘滑






は人の生命なり、一二経の根本なり」、 と。医家が 「腎問の気」 とよんだものを、道家は真と
















どどうで もいいではないか。 もっと身近なことを、「万古の天地」よりもむ しろ 「今日の天地」




る。 それは先天的要素ではありえない。理を排除する仁斎 には、「一元の気」 だけがのこされ
る。 しかしそれも、 中国の医家や道家のいう先天の気ではない。た しかに仁斎は、「一元の気
は、 なお人の元陽有るが ごとし」 と述べ る20)。「元陽」 とは、医家や道家がひとの先天の気を
指 してもちいた言葉のひとっだったが、 ここはそうではない。 つづけて仁斎はいう。 「飲食言







た。昌益 はこれを積極的な主張 としてうちだす。昌益 によれば、「転定は無始無終に自り然る」。
転定 とは昌益のあて字で 「てんち」 とよみ、また自り然るは 「ひとりする」 とよませる。宇宙
にははじめもなくおわりもなく、いっでもおのずか らこうあるだけだ。それゆえ、「太極無極、
陰儀陽儀 と云ること有 ること無 し」。宋儒のいう太極だの無極だの、 また 『易』 にいう陰陽両
儀だの、すべてそんなものはない。生成論 にとってかわるべきなのは、無始無終の恒常論であ
る。「太極両儀四象 とは謂 うべからず。無始無終自然の進退 と謂 うべし」22)。昌益にとって、
宇宙はあ くまで無始無終である。仁斎 とちがって昌益は、宇宙がまちがいなく恒常的であるこ
とを、またそれにそ くした体系的な自然論が可能であることを疑わない。むろんそれは朱子学




す目標である。 しかしそれは容易なことではない。 もっとも典型的な例は朱子だろう。よ く指

















らず、穀気 ・穀精が凝 りかたまれば、それだけでひとが生ずる。昌益によれば、そ もそも人類
のはじまりがそうだ。「穀精より初見の男女は、(中 略)穀 精より見われて男女と成 り、自然と
家作 ・耕織をなし、五穀を食 う」26)。最初の男女 は、穀精から直接生 じた。彼 らがいとなむの
は、昌益のいわゆる自然の世、聖人以前の社会である。
しか し昌益はこの平和な社会を、はるか有史以前 にのみ可能だったとはかんがえない。 じっ
さい条件さえととのえば、 穀精からはいまで も直接ひとが生ずるのである。 「いまも人絶無 し
て穀のみに成れば、 則ち必ず穀精がまた人と成ること明 らかなり」、 かりに人類が絶滅するこ
とがあれば、 そのときにはふたたび、 穀精から初源の人類が生ずる27)。ひとは米穀を 「食 し














世だが、 これらの くびきを解 きはなち、無始無終の宇宙にそくした、永遠にかわることのない
世界をとりもどすこと、それが昌益のめざしたことであった。
ここまで昌益の思想体系は、自然論 と社会論のあいだで一貫性をもっかにみえる。 しか し肝





かわりに昌益は 「自然の五倫」をお く。 しかしそれはじっに、祖父母 ・父母 ・吾 ・子 ・孫の5














妊娠か ら出産までの詳細な記述は、食の思想体系 と血縁的な人倫論を結びっけるべ く書かれた
とみることができる。そこで昌益は、人倫論に欠 くことのできない血縁関係を自然論のほうか
ら分析 し、それによって人倫論を食の思想体系に組みこもうとしているのだ。人倫巻という巻
名が、その意図を端的に表 している。記述のおおさか らいえば、それは人倫巻ではな く、人身






が らそれをたどる。 しか し人倫論にかぎっていえば、昌益の主張はまった く常識的だ。夫婦 と
いい親子 というのも、要するにそれは家の秩序にほかならない。体制批判 ・イデオロギー批判
の鋭敏さにくらべて、昌益の理想社会そのものはどうして も見劣 りして しまうが、それもこの
ことと無関係ではない。昌益が描 くそれは、いかなる悪 も不都合 も存在することのない、平和
な農村そのものである。そこにみいだされ る唯一の人間関係はやはり血縁だ。「夫婦は和合 し、
親子は親 しみ睦まじく、子孫 は実順 に、兄弟姉嫦 は慇信(ね んごろ)に 、従兄は愛親 し」、ひ
とっの家を構成す る31)。そこにはいかなる上下貴賤 もないのだから、 家柄の高卑などはなく、
また自然の世では家が断絶するようなこともありえないだろう。極論にみちた食の思想 と、常
識的な人倫論 との衝突は、完全な理想社会において、あらか じめ回避されているのだ。
か りに食の思想が人倫の世界を貫徹 していたなら、理想社会はまたべっの様相を呈 していた
だろう。それはあるいは、古代ギリシアのスパルタの社会に似ていたかもしれない。スパルタ
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で は結婚 制度 は事実上解体 され、すべての子供 は共 同体 の一括管理 の もとで、誰が親であ るか
にかかわ りな くそだ て られた ので あ る32)。 あ らゆ る血 縁性 を排 除 し、共同体 として の持続 の
みをめ ざ した社会。 昌益 は、 ここにいた る一歩寸前 であゆみを とあた。 それ によって 自然 の世
は、われわ れに郷愁 の念 をいだかせ、われわれが心 か ら共感 をよせ うる ものにとどまった。 し
か しその社会 は、 昌益 の熱弁 に もかかわ らず、 いっこうに現実 的な像 をむす ばないので ある。
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